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高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確認について（９例 目 ）  
 

 

 

1 月 25 日、宮崎県の肉用鶏農場における高病原性鳥インフルエンザ

が疑われる事例について、遺伝子検査の結果「Ｈ５亜型」が確認され、

家きんでは今年度、9例目となる高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜

であることが確認されましたのでお知らせします。 

たびたびの掲載となりますが、高病原性鳥インフルエンザは１月か

ら２月にかけての発生が多いことから、家きん飼養者の皆様には、引き

続き厳重な警戒をするとともに、更なる予防対策の強化・徹底をお願い

します。特に、以下の点にご留意・ご配慮をお願い申し上げます。 

 

（１）家きん舎の壁面の破損や、家きん舎の屋根と壁の隙間など、小型

の野生動物が家きん舎の外部から侵入しうる経路がないか、家き

ん舎の内部及び外部から改めて詳細に緊急点検して下さい。十分

でない場合には修繕などを行って下さい。 

（２）飼養家きんの毎日の健康観察を念入りに行うとともに、死亡家き

んが増えた、元気消失といった家きんが増えたなどといった異状を

見つけた場合には、直ちに最寄りの家畜保健衛生所に連絡して下

さい。 

（３）本病の発生県産の鶏卵及び鶏肉の取扱いについて、「○○県産の

鶏卵・鶏肉は扱っていません」といった不適切な告知や、発生県産

であることのみを理由とした鶏卵・鶏肉の取引拒否等が行われる

ことのないよう、引き続き本病に関する正しい知識の普及に特段

のご配慮をいただきますようお願いします。 

 

＜農林水産省 鳥インフルエンザに関する情報＞ 

http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/ 
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